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 Abstract  

A Clinical Report On 25 Years-old Female Patient With Acne In U.S.A Through 

Chung-We Mix Extract Powder, Houttuyniae Herba Extract And Comedone Extractor

Jaehong Yoon
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Objectives
This study is report the effect of Asian Medical treatments for acne.

Methods 
25 years old mixed Hispanic female in California resident patient who was suffering from acne was treated with 
the Chung-We mix Extract powder, Houttuyniae Herba Extract and comedone extractor. She was taken a picture 
to compare with before and after treatments.

Results 
Her acne was decreased and global acne grading system by 35 points to 7point improvement on the after 
treatments.

Conclusion
This case has the effectiveness with Herbs. According to Asian medicine, the caused of acne is internal problems 
and the acne is diagnosed as several kind of heats in the internal organ. Further clinical case of acne is needed 
for better results and to develop the ways of accurate diagnosis.

Key Words
Acne, Chung-We Mix Extract Powder and Houttuyniae Herba Extract, heat in the internal organs 

* 교신저자：Jaehong Yoon / 소속 : OC Family CAM Clinic

Tel : (310) 978-5870 / E-mail : mydoctorjae@gmail.com

투고일 : 2013년 9월 30일 수정일 : 2013년 12월 21일 게재확정일 : 2013년 12월 25일



288 尹在弘

Ⅰ. 序 論

にきび(尋常性痤瘡)は 皮脂腺の慢性炎症性疾

患で青年の顔面 首,胸部に 発生するもので 臨床的

に 面皰 膿ほう嚢腫 結節 治療後に 瘢痕を 残すこ

とになります1). にきびの 発症は 皮脂を 分泌する. 

毛穴がつまり 硬くなり（異常角化）男性ホルモ

ンと アクネ桿菌（Propionibacterium acnes –P.acne

s）が 相互作用して 毛穴の 内部に 炎症がはじま

る
2). 初期の 面皰の 時期は 塗布剤で 様子を みて

効果がみられないときには 経口剤の 投与 および

物理的 治療を 行う3). 

にきびの 漢方 医学的 名称は 痤瘡, 面皰が 一般

て きであるが 痤疿, 面生瘡, 粉刺, 面皻 面皻皰, 

面腫 面熱風 肺風粉刺なども 適用される4). 痤瘡の 

原因を《黃帝內經素問》5)
には 汗出後に 風, 濕, 

寒に 接触して 発生した ことについて 言及したが 

(汗出見濕, 乃生痤疿. 高梁之變, 足生大丁, 受如

持虛, 勞汗當風,…). 痤瘡の 原因に ついて 総括

すると 六淫の 中では 風,熱,濕,火, 寒が 関わって

おり 内部的要因としては 肺經血熱 腸胃濕熱 脾

虛濕痰, 血熱, 毒熱, 濕毒, 陰虛血熱 痰飮などが 

関連されて 蔵部では 肺, 脾, 胃が 密接に 関連され

ている5). 

最近まで 林7), 李8), 金9), 洪10), 徐11), 吳12), 羅13)
な

どの 処方が 及ぼす 効果に 関して 報告されたが 

淸胃散を 利用した にきび症例報告は 探して見る 

ことが できなかった. 本患者の 主症状を 陽明經の 

胃熱で顔の 津液が 燥渴して 血鬱, 血熱した 状態

で ボア 氣分の 肺氣を 補うために 肺正格が 書い

て 血分の 血鬱 血熱をほぐすため 小腸正格が 選

用した13).

これに 本症例の 患者は 米国在移住の ２５歳

の ヒースピ ェニクギェ混血女性で ２０１２年 ２

月１０日より 当院で １１週間の 漢方治療の 結

果大変顕著な 結果を 得られたので その 治験例を 

報告する.

Ⅱ. 症 例

1. 症例

1) 患者；25歳,メキシコと ベトナム系 混血女性 カ

リフォルニア在住.

2) 主症状：(1) 面皰が両ほっぺた.こめかみに多数

(2) 顔面熱感, 口渇, 咽喉乾燥, 口臭

3) 付帯症状：に 対する ストレス うつ病 感情コン

トロールが できないことを訴え 頭痛, 憂うつ、

定期的 腰痛, 膝の痛み 膝がつぶれること 顔面

紅潮, 活発して頻脈.

4) 発症時期：2009年 1月

5) 発症要因：ストレスにより 煩雑な外食 インスタ

ント食品の 常用,睡眠不測, 不規則な 生活習慣.

6) 治療期間： 2012年 2月 10日 － 4月 24日 (22回

の通院）

7) 患者の病歴：無し　　

8) 家族の病歴：父　高血圧, 母　糖尿病.

9) 飲酒、喫煙：無し

10) 常用薬剤：無し

11) 月経暦：初潮 12歳の頃, 生理痛〈最初の 1, 

2日〉周期一安定, 陰部にかゆみ, 子供を生ん

だ 経験無し

12) 脈拍 : 86/min. 血圧 : 111/75.

13) 身長 / 体重：168cm / 60.8 kg

14) 漢方治療：経験無し.

2. 評価基準

1) にきび症状診断分類 
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Location Factor
Forehead 2

Right Cheek 2
Left  Cheek 3

Nose 0
Chin 3

Chest and upper back 0
Note: Each type of lesion is given a value depending on severity: no lesion=0, comedones=1, pustules=3 and nodules=4.
The score for each area(Local score) is calculated using the formula: Local score=Factor x Grade(0-4)
The global score is the sum of local scores and acne severity was graded using the global score. A score of 1-18, os
considered mild: 19-30, moderate:31-38, severe: and >39, very severe

Table 1. The Global Acne Grading System by First Acne Condition

Naの12)
において既に選択して評価された Global 

Acne Grading System を 基準と 診断した. 各タイ

プごとに にきびの 程度を 4段階に 分けて 顔の 各

部位を 分けて 計算する方式だ. 各部位別 factorの 

点数を 各タイプごとの 等級に 乗じて 出た 点数を 

基準に 1~18は とても 弱い 程度 19~30は重度の 

31~38点 ならひどい 状態 39点以上 ならすごくひ

どい 状態に 分類するが この 患者の 場合には 35

点 でひどい 状態に 分類された.

2) にきび� 症状の� 診断�

両頬 口の 周りに 発症した 多数の じくじく 気

味の 面皰 化膿性 面皰結節が あり. Global Acne 

Grading Systemの 基準の 化膿性面皰が 37個 結節

が １１個 また他にも 症状が 悪化しているものも

あり そして 小さな にきびが 顔全体に 分布されて

いた. この患者の 場合には 35点 でひどい 状態に 

分類された(Table 1).

3) 漢方医学的の� 診断

本患者は 顔面熱感, 口渇, 咽喉乾燥, 口臭など

の 主症状を 陽明經の 胃熱で顔の 津液が 燥渴し

て 血鬱, 血熱した 状態で ボア 氣分の 肺氣を 補う

ために 肺正格が 書いて 血分の 血鬱 血熱をほぐ

すため 小腸正格が 選用した
13).

3. 治療方法

1) 針の治療

(1) 材料: 1回用 Stainless Steelホチム使用. (東方

針具製作所0.20*30mm)

(2) 穴位置  および 施術方法: 小腸は 兵火で 肺

と 合わせに なると 係数が 力を 受けるため

に 身柄には 小腸を 養っている 法の 原則に 

沿って 小腸正格 右側: 後谿, 足臨泣, 補/通

谷,前谷瀉と14) 左側:太白, 太淵 補 / 少府, 魚

際 瀉(肺正格)15)を交代で 平補平瀉し. その

他, 首と頬 あごににひどい にきびには 阿是

穴を 中心に1つで4個を 全体で約 50個程 度

病変に 自沈した. 

諭鍼時間は20-25分した.

(3) 診療回数　計8週間の 来院中 鍼治療は 初の 

1ヶ月は一周に3回, 4週間後からは 一週間に

1-2回の頻度.

2）漢方薬治療

(1) 漢方薬カプセル 治療
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漢方薬 生薬名 容量(g)
黄連     Coptidis Rhizoma 0.6g
当帰     Angelicae Gigantis Radix 0.6g
乗馬     Cimicifugae Rhizoma 1.2g
牡丹     Moutan Cortex Radicis 0.9g
生地黄     Rehmanniae Radix Crudus 0.6g

 Total 3.9g

Table 2. Chung-We Mix Extract Powder Prescribed configuration. 

Exam Day Forehead Right Cheek Left  Cheek Nose Chin Chest / Back Score
1st 4 4 4 0 4 0 35
5th 3 3 3 0 3 0 29
16th 2 2 2 0 2 0 20
22th  1  2  1  0  0 0  7

Table 3. Score for each treatment. 

漢方では にきびは 患部の 熱が 下がら ずに 

炎症が おきるので 熱を 下げることが 治療

の 基本になりこの患者の場合は 胃腸の 熱

が高いので 清胃散17)を 使うことにした しか

し 煎じ 薬には 拒否感を しめしたので.

(2) 構成薬剤-1カプセル基準量 (Table 2).

(3) 服用回数 : カプセルにして 一日３回食前 ２

カプセルを ２月１４日から ３月１３日(２

０１２年)の 一月間服用そして一日２回ず

つ 残り３週間服用.

(4) 服用時の 注意事項で アルコール 油っこい食

べ物 小麦粉の食べ物 乳製品を避けて 上に 

消化器に 負担になる可能性が ある 料理を 

避けるように 注意.

3) 魚腥草の茶を� 服用16)

魚腥草50gを水1ℓを入れて沸き始めたら中程

度の調節に30分から1時間ほどもっと煮沸18). (水

の量の初めの1/2程度に維持): 冷蔵 保管後に のど

が 乾く時 一日3-4杯くらい服用.

4) 化粧水の塗布

魚腥草の茶を 服用と 一緒に 下記の 構成物を 

混化粧水で 作って スプレー容器に 入れた後1日

3-4回 にきび部位に 塗布. 

- 化粧水の構成: 魚腥草 抽出物 5g(服用する魚

腥草の茶と同様), ビタミンC 4g, Ethanol 1g,

5）スキンケア

スキンケアは Na院長の方法12)に よって、施術

した. それに加えては 開放面皰の 場合は 面皰 抽

出機を 使用し 垂直に 圧迫して 患部の 周りも 押

して 不要物と 血が 出るまで 押して 除去 閉鎖面

皰の 場合は 中央に 先端を 利用して 穴を 開けあ

とは 同様にする。 炎症が ひどい 所は 傷跡で 進

行する ために 圧出していなかった.

4. 治療の 経過� (Table3).
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Figure 1. Feb 10. 2012 Figure2. Apr 24. 2012

1) 2012年� 2月� 10日〈初診〉

不規則な 生活 仕事の ストレス等で 顔面がほて

り 気味で 金曜日の 夕方で あることも 重なり 大

変疲れた 表情で 来院. 結節 ー役１１個, 激しい 

炎症 -約37個 にきび あちこちに 進行性 瘢痕など 

重症も診断 Global Acne Grading System 35 点で 

ひどい 状態に 分類された. 府症状では 口渇, 咽喉

の乾燥, 顔面紅潮に 時折乱れた 症状も 見えた 

(Figure 1).

2) 2012年� 2月� 28日〈診療〉

その後の６回の治療で 鍼治療を５回, スキンケ

アと 面皰抽出, カプセルの服用,そして 塗布薬と 

して作った 化粧水を 患部に １日３－４回 塗布

した 結果 化膿性面皰が ２４個に 結節が ６個ま

でに 減り Global Acne Grading System 35点で 29

点に 変わった. 来院ごとに 症状の 回復が 顕著に 

見られた. 口の渇き 咽喉の状況 顔面紅潮も 回復

が 診られた.

3) 3月� 1日から<診療>

来院中 ５回の 鍼治療, そして スキンケアと 面

皰抽出 療法 カプセルの 服用 （３月１４日から

は 一日３回から ２回に減らし ４月２日迄の 服

用） 塗布薬などの 治療で 結節が ２個 化膿性 面

皰が ７個までに 減り Global Acne Grading System 

29点で 20点に 変わった. 顔面紅潮 口喉の 渇きも 

無くなり 咽喉も 回復. そして 患者自身が この治

療に 自身を 持ち 出した.

4) 4月� 24日<診療>

４月１０日から ２４日は 回復の 速度が 少し 

緩まった 感がある. ４月１３日, ２０日, ２４日

は 鍼治療も 併用 カプセルは ２日以降 ストップ 

押し 出しと 塗布薬のみ. 結節は ２個 化膿性 面皰

は ４個になり Global Acne Grading System 7点で

とても 弱い 程度である. 治療をつうじて 食生活の 

改善 とりわけ 脂濃いもの 小麦粉 乳製品を 避け

て 消化器に 負担の かからない 食習慣を 当人が 
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実践した (Figure 2).

Ⅲ. 考 察

にきびは 思春期に 多く 見られ 毛抱皮脂線の 脂

の 分泌が 加速されて 起こる. 炎症性 皮膚疾患で 臨

床的に にきび , 丘疹, 膿疱, 結節と 炎症度によって 

呼び 名が 代わり 重度になると 傷を 残す. 原因は 毛

穴が 皮脂や 角質がたまり. そこに 男性 ホルモンで 

刺激を されたアクネ桿菌（Propionibacterium.Acne）

が 相互作用して 発生する19). にきび患者の 内脂肪 

成分には 変化が 見られる. Acly Ceramideの 

Linoeicacidと Cholesterol含量は 減少して squalene

は 増加する20). これが CholesterolとCholesterol 

Sulfaterの バラツキを 招き 皮脂線の 角質化 （fol-

lisularretention hyperkeratosis） 皮脂の 異常分泌

がおこり21) 毛抱の 通気を 遮断し 嫌気性細菌の 

アクネ桿菌の 増殖を促す. アクネ桿菌は 毛穴の 皮

脂を 栄養として 増殖して 脂肪 分解酵素〈リパー

ゼ〉で 皮脂を 遊離脂肪酸に する. 嫌気性 細菌で 

ある P.acnesがよく 育つ 環境となる. P.acnesは 脂

肪分解酵素と 化学主成分を 分泌して 自由脂肪

酸を 作って 白血球が 毛囊周りに 集まるようにし

て 彼らが 肌根壁を 刺激して 破壊して 肌根内容

物が 真皮内に 流出されて 炎症反応が 起こるよう

になる22-24). 炎症を 誘発する 原因は 皮脂が 微生物

の 脂肪分解酵素に よって 遊離脂肪酸へ 変化し 過

酸化脂質へ 酸化されて 炎症が起こる. 代表的な 嫌

気性 細菌が アクネ桿菌で アクネ桿菌は 酸素の 無

い脂線の 奥に 常住しているので これが 脂肪分解

酵素によって 過酸化された 時に 炎症が 進み,丘疹,

結節,膿疱の 過程を 経て Scarを 形成する25). にきび

に 対する 治療はホルモンの 皮脂の 分泌増加 病原

性因子の 異常性角化 P.acnesの 増殖及び 炎症を 抑

制するものである 併発程度に よって 局所塗布剤の 

使用で 抗生剤の 全身投薬を 決定する. 局所療法

では 皮膚清潔 薬用石鹸 Benzoyl peroxide Retinoic 

acid 局所塗布用抗生剤(Clindamycin) Comedo ex-

tractorを 利用した 押出療法 副腎皮質ホルモンの 

病変内注射がいて 全身療法では 抗生剤 女性ホル

モンに不足して 皮脂ホルモン剤などを 投与する 

方法があり 以外に 食餌療法が あるが 料理による 

影響は あまり 大きくないので 除外食べ 物は 必要

ないが バランスの 取れた 食事をして 過度な脂肪

と ビタミン不足は 避けるようにして 心を 楽にす

ることが 重要 便秘, 胃腸障害, 生理不順などの よ

うな 内部的 症状が他にないか, 一緒に検査して 

適切な 治療を する亭がより効果的だ 単一治療方

法は ないことが 明らかとなっている26). 大抵の 場

合にきびは 何年も 持続する 慢性疾患で 治療終了 

時点を 決定する ことが 一番難しい 問題だ. 

漢方医学で にきびは 痤窓などに 相当し その原

因は 主に 肺,脾,胃の 虛實と 風濕熱火に 認識され

て 肺經風熱, 脾胃濕熱, 衝任不調などで 辨證なっ

て 辨證によって加減枇杷淸肺飮27), 補中益氣湯加

味
28), 連翹敗毒散加味

29), 淸上防風湯加味
30), 加味

升麻胃風湯31), 黃連解毒湯加味方32),などが 使わ

れてきた. 鍼灸治療中に 舍岩鍼で 皮膚疾患の 方

に よく使われるのは ことは 小腸正格, 肺正格,大

腸正格などが 挙げられる. 肺正格は 燥熱による 皮

膚疾患に 使えるのに、<四聖心源>15)では 皮毛者 

肺金之所生也 肺氣盛則 皮毛致密而潤澤. として 

肺氣が 充実しなければ 津液が 宣通する ように

なって 皮毛が 潤澤となると 述べ 病的で見ると 肺

氣の 不足が 津液の 運行拡大を 招けば 燥熱を 形

成して 皮毛が 乾燥になったり 分かれるようにな

る14). 小腸正格は 血分に作用して 活血通絡作用

が ある… している<靈樞、癰疽>33)
で 寒邪客于經

脈之中則血澀, 血澁則不通, 不通則衛氣歸之, 不
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得復反, 故壅腫, 寒氣化爲熱, 熱勝則腐肉, 肉腐則

爲膿. として 小腸正格の 活血通絡作用を 通じて 

血鬱を 改善市つけながら 托裏作用を 発揮するの

で 心相性にきび 各鐘化膿性発疹に使われうる
14). 

本 患者は 顔面熱感, 口渇, 咽喉乾燥, 口臭などの 

主症状を 陽明經の 胃熱で顔の 津液が 燥渴して 

血鬱, 血熱した 状態で ボア 氣分の 肺氣を 補うた

めに 肺正格が 書いて 血分の 血鬱 血熱をほぐす

ため 小腸正格が 選用した. また 本症例ではを 陽

明經の 胃熱で顔の 津液が 燥渴34)
させたことと 普

段の 食習慣が 悪くて 米国インスタント 食品や パ

ン または などのメキシコ料理を 過度に 摂取する 

ことにより 体内に 毒素がたくさん 積もった 事と 

ストレス及び 睡眠障害によって 長い 間に エキス

が 乾いて 面赤(顔面紅潮 面の 上熱感ともに 炎症

性面皰が 大きく, 化膿が ひどい 患者に にきメキ

シコ料理の 場合症状や 病変自体が患者や にきび

自体が 大きな 病変を 起こさないが 患者に 情緒

的 社会的な対人関係面で 大きな ストレスを 与え

ていることを知ることができる. 

淸胃散17)は 當歸, 牧丹皮, 升麻, 黃連の 薬剤で 

作られたもの です. <景岳全書>34)
に みると 淸胃

散の 効能は 胃腸の 熱を 冷やしてくれて 熱くなっ

た 血を 凉しくしてくれる 淸胃凉血です. 陽明の 

熱によって 発生する 歯痛に 対する 処方を 顔部

の にきびに 発生する 熱除去に 応用してみた35). 魚

腥草 抽出物に 対する 成分 分析研究では 精油36) 

脂肪酸と アミノ酸の 造成 alkaloid flavonoidと 成

長段階や 部位に よって quercetinの 含量などが 報

告されており37) 生理活性の 研究では 地質過酸化

抑制作用, 抗菌活性, 抗ウイルス, 抗酸化活性, 重

金属の 毒性抑制効果, 肝臓保護作用などが 知ら

れている38). ここに 肌の 蛋白質の コラーゲンの 合

成を 促進させ 肌に 弾力を 与える 蛋白質エラス

チンを 保護して 小じわを 予防する ビタミンCと 

魚腥草 抽出物だけで 合成し 1日3-4回 にきび部位

に塗布来て 一緒にスキンケアは Na院長の方法12)

に よって、施術したのは 効果的だと見た. 

2012年2月10日 初診時には 顔の両側に にきび

病変は 結節が11個 炎症性 面皰が37個程度であ

り. 瘢痕がる重症にきびもあり Global Acne 

Grading System 35点で ひどい 状態に 分類された. 

口渇, 咽喉の 建造, 顔面紅潮, などの 症状が あっ

た. 2012年 4月24日 22回目來院時には にきび病

変は 結節が2つ 炎症性 面皰が 程度に Global Acne 

Grading System 7点 でとても 弱い 程度である. ま

た 同伴症状も 好転した. 進行が 完了した 瘢痕だ

けに. 全体的に 進行中の 丘疹, 結節は 微々たる状

態で 患者も 自信を 持って治療を 怠らなかった. 

治療を 通じて 思ったのは 着実に 患者が 治療す

るように. 継続的な 激励と 確認が必要される こと

である. 

今後 研究の 質を 高めるためにもっと 多くの 臨

床症例と 多様な 診断基準を 設ける ことが 必要

で あると考えられる. 韓医学治療に 全く 受けな

かった 米州の 居住者に 漢方治療を 通じて 有意

な 効果を 得る ことで 文化と 社会的背景が 他の 

米州地域の 主流社会で 韓医学の 増進に さらに

多くの 臨床症例と 多様な診断基準を 持って資料

を 蓄積し皮膚科の 漢方治療の 根拠を 設けなけれ

ばならないとみなされている.

Ⅳ. 結 論

2012年2月10日から 2012年4月24日まで 米国

カリフォルニア州所在 OC Family Acupuncture 

Clinicで 来院患者の にきびを 訴えるメキシコとベ

トナム系 混血女性に 米国カリフォルニア在住患

者1人に対して 一般的な 漢方医学治療と 漢方薬
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と 舍岩鍼とスキンケアを 利用した にきびの 押出

治療後次の ような 結論を 得た. 

本症例患者に 鍼治療と ともに来院時に スキン

ケアと にきび抽出機を 利用して 病変の 周りを 押

して にきびを 押出を する 治療と ともに 淸胃散カ

プセルに 作って 服用, して スキンケアと一緒に 魚

腥草 抽出物と 化粧水の 塗布を 着実に 実施した 

結果, Global Acne Grading Systemに よって 35点

から 7点に 状態が 好転した 結果を 得た. 

不規則な 生活習慣と 職場生活に よるストレス

と 顔部分の熱感, 口渇の 主症状と 浅い眠り 憂う

つな感情の コントロールが できない症状 ひどくた

状態で 来援した 患者は 症状が 消えながらよく 笑

いを 見せて性格も 明るくなりている.
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